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経営状況「良い」が3年連続で増加
来年度新卒者の採用「ある」は約2割
8割以上の企業で高年齢者の雇用「ある」
4割強の企業が「今年賃上げを実施」

特集

静岡県の労働事情
24年度 中小企業労働事情実態調査の概要

調
査
の
あ
ら
ま
し

中
小
企
業
の
景
況
は
、
昨
年
三
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
続
く
歴
史
的
な
円
高

が
も
た
ら
す
国
内
産
業
の
空
洞
化
の
進
展
を
は
じ

め
、
世
界
的
な
金
融
不
安
と
景
気
の
低
迷
に
よ
る

国
内
産
業
の
不
振
な
ど
の
要
因
か
ら
、
中
小
企
業

の
労
働
環
境
・
雇
用
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

今
回
で
四
九
回
目
と
な
る
本
調
査
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
に
お
け
る
中
小
企
業
の
労
働
事
情
を

的
確
に
把
握
し
、
中
小
企
業
施
策
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
全
国
中
央
会
を
通
じ
て
、
全
国

一
斉
に
行
な
わ
れ
た
。

調
査
対
象
… 

従
業
員
三
〇
〇
人
以
下
の
県
内
事
業

所
八
〇
〇
社

有
効
回
答
…
四
六
六
社
（
回
収
率
五
八.

三
％
）

調
査
時
点
…
平
成
二
四
年
七
月
一
日

調
査
方
法
… 
本
会
会
員
組
合
等
よ
り
業
種
等
を
勘

案
し
、
対
象
組
合
を
選
定
。
組
合
を

通
じ
て
傘
下
の
組
合
員
企
業
に
配
布

し
、
本
会
宛
に
直
接
郵
送
さ
れ
た
も

の
を
静
岡
県
回
答
と
し
て
取
り
ま
と

め
、全
国
中
央
会
で
全
国
集
計
し
た
。

調
査
内
容
… 

①
経
営
②
労
働
時
間
③
有
給
休
暇
④

育
児
休
業
⑤
介
護
休
業
⑥
新
規
学
卒

者
採
用
⑦
高
齢
者
雇
用
⑧
障
が
い
者

雇
用
⑨
賃
金
改
定

従
業
員
に
つ
い
て

女
性
従
業
員
の
三
五
％
が
パ
ー
ト
労
働
者

回
答
事
業
所
の
常
用
労
働
者
数
は
二
〇
，三
二

五
人
で
、男
性
が
一
四
，七
七
五
人
（
七
二.

七
％
）、

女
性
が
五
，五
五
〇
人
（
二
七.

三
％
）。

規
模
別
で
は
、「
一
〜
九
人
」
の
事
業
所
で
女
性

比
率
が
高
い
（
三
九.

七
％
）。

男
性
比
率
が
高
い
業
種
（
回
答
事
業
所
一
〇
社

以
上
。
以
下
同
じ
）
は
、「
総
合
工
事
業
」（
八
九.

二
％
）、「
運
輸
業
」（
八
八.

〇
％
）、「
窯
業
・
土
石
」

（
八
五.

七
％
）
で
八
五
％
を
超
え
た
。

一
方
、
女
性
で
は
、「
食
料
品
」（
五
七.

四
％
）、

「
小
売
業
」
と
「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
」（
四
四.

八
％
）
の
比
率
が
高
い
。

雇
用
形
態
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、

「
正
社
員
」
が
七
九.

三
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、

「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」（
八.

五
％
）、「
嘱
託
・
契

約
社
員
・
そ
の
他
」（
七.

八
％
）、「
派
遣
」（
四.

四
％
）
と
続
い
た
（
図
表
①
）。

一
方
、
女
性
で
は
、
男
性
同
様
「
正
社
員
」
が

最
も
多
い
も
の
の
四
九.

〇
％
と
半
数
未
満
に
と

ど
ま
り
、「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
が
三
五.

七
％
と

三
分
の
一
以
上
を
占
め
た
（
図
表
②
）。

労
働
組
合
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
な
い
」
が

九
〇.

六
％
と
九
割
を
超
え
た
の
に
対
し
、「
あ
る
」

は
九.

四
％
と
約
一
割
に
と
ど
ま
っ
た
。

大
規
模
事
業
所
ほ
ど
労
働
組
合
の
組
織
率
が
高

く
、「
一
〜
九
人
」
の
事
業
所
で
は
一.

七
％
で
あ

る
の
に
対
し
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」
の
事
業

所
で
は
三
一.

三
％
と
三
割
を
超
え
た
。
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24年度　中小企業労働事情実態調査の概要

経
営
状
況
に
つ
い
て

主
要
事
業
「
強
化
拡
大
」
が
三
年
連
続
で
増
加

現
在
の
経
営
状
況
は「
良
い
」が
一
四.

二
％（
対 

前
年
比

一.

一
ポ
イ
ン
ト
）
で
三
年
連
続
の
増
加
。

「
悪
い
」
が
四
二.

〇
％
（
同

一
六.

六
）
と
大
き

く
減
少
し
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
四
三.

八
％
（
同

一
五.

五
）
と
上
昇
し
た
（
図
表
③
）。

業
種
別
で
み
る
と
、「
良
い
」
は
「
非
製
造
業
」

（
一
四.

九
％
）
が
「
製
造
業
」（
一
三.

四
％
）
を

上
回
り
、「
変
わ
ら
な
い
」
は
「
製
造
業
」（
四
九.

一
％
）
が
「
非
製
造
業
」（
三
九.

一
％
）
を
上
回
っ

た
。具

体
的
業
種
別
で
「
良
い
」
の
回
答
は
「
対
個

人
サ
ー
ビ
ス
業
」（
二
八.

一
％
）、「
機
械
器
具
」

（
二
四.

二
％
）
で
、
一
方
「
悪
い
」
は
「
設
備
工

事
業
」（
六
七.

六
％
）、「
木
材
・
木
製
品
」（
五
七.

一
％
）
の
そ
れ
ぞ
れ
で
多
か
っ
た
。

主
要
事
業
の
今
後
の
方
針
は
、「
現
状
維
持
」

が
六
四.
〇
％
（
対
前
年
比

二.

二
ポ
イ
ン
ト
）、

「
強
化
拡
大
」
二
七.

五
％
（
同

一.

三
）、「
縮
小
」

七.

二
％
（
同

〇.

八
）
の
順
で
、「
強
化
拡
大
」

は
昨
年
よ
り
僅
か
な
が
ら
減
少
し
た
（
図
表
④
）。

規
模
別
で
は
、「
強
化
拡
大
」
は
大
規
模
事
業

所
ほ
ど
多
く
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」
の
事
業

所
で
は
三
六.

五
％
と
三
分
の
一
を
超
え
た
。

具
体
的
業
種
別
に
み
る
と
、「
強
化
拡
大
」
と

回
答
し
た
事
業
所
は
「
卸
売
業
」（
四
〇.
八
％
）、

「
食
料
品
」（
三
九.

五
％
）、「
機
械
器
具
」（
三
七.

七
％
）
で
多
か
っ
た
。

図表② 雇用形態の構成（女性／規模別・業種別）

図表④ 主要事業の今後の方針の推移

図表① 雇用形態の構成（男性／規模別・業種別）

図表③ 経営状況の推移
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経
営
上
の
あ
い
路
（
複
数
回
答
）
の
上
位
二
項

目
は
昨
年
度
と
同
じ
順
で
、「
販
売
不
振
・
受
注

の
減
少
」（
五
四.

三
％ 

対
前
年
比

四.

二
ポ
イ

ン
ト
）、「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」（
四
三.

七
％ 

同

〇.

四
）。
こ
れ
に「
人
材
不
足（
質
の
不
足
）」

（
三
三.
〇
％ 

同

六.

三
）、「
製
品
価
格
（
販
売

価
格
）
の
下
落
」（
二
四.

〇
％ 

同

〇.

二
）、
が

続
い
た
（
図
表
⑤
）。

業
種
別
で
は
「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」
で
、

「
製
造
業
」（
三
五.
四
％
）
と
「
非
製
造
業
」（
五
一.

〇
％
）
で
一
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。

一
方
、
経
営
上
の
強
み
（
複
数
回
答
）
は
、「
顧

客
へ
の
納
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
速
さ
」（
二
九.

八
％ 

対
前
年
比

〇.

四
ポ
イ
ン
ト
）
が
一
〇
年
連
続

一
位
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
「
製
品
の
品
質
・
精

度
の
高
さ
」（
二
八.

二
％ 

同

〇.

一
）、「
組
織

の
機
動
力
・
柔
軟
性
」（
二
四.

四
％ 

同

〇.

一
）

が
続
い
た
（
図
表
⑥
）。

業
種
別
で
は
「
製
造
業
」
で
「
製
品
の
品
質
・

精
度
の
高
さ
」
が
四
二.

二
％
と
四
割
を
超
え
、「
非

製
造
業
」
で
は
「
顧
客
へ
の
納
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

速
さ
」
が
二
七.

九
％
で
多
か
っ
た
。

労
働
時
間
に
つ
い
て

月
平
均
の
残
業
時
間
は
一
〇.

八
一
時
間

週
所
定
労
働
時
間
が
「
四
〇
時
間
以
上
」（
四
〇 

時
間
を
含
む
）
の
事
業
所
は
、
全
体
の
五
四.

八
％ 

と
四
年
ぶ
り
に
六
割
を
下
回
っ
た
（
図
表
⑦
）。

規
模
別
で
は
、「
三
八
時
間
以
下
」
と
「
四
〇

時
間
超
四
四
時
間
以
下
」
は
小
規
模
事
業
所
ほ
ど

多
く
、「
四
〇
時
間
」
は
「
三
〇
〜
九
九
人
」（
五
四.

五
％
）
と
「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」（
五
一.

六
％
）

の
事
業
所
で
五
割
を
超
え
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、「
運
輸
業
」
で
「
四
〇
時
間

以
上
」
の
事
業
所
の
割
合
が
七
七.

四
％
と
七
割
を

超
え
て
最
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
「
小
売
業
」
の

六
二.

一
％
、「
食
料
品
製
造
業
」
の
六
一.

五
％
、「
設

備
工
事
業
」
の
六
一.

一
％
が
続
い
た
。

図表⑤ 「経営上のあい路」の推移（3項目以内複数回答：％）
平成 24年 平成 23年 平成 22年 平成 21年 平成 20年

順位 項　　　目 比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率
1 販売不振・受注の減少 54.3  1 58.5  1 63.3  1 65.8  2 49.1 

2 同業他社との競争激化 43.7  2 43.3  2 45.4  2 34.9  4 30.4 

3 人材不足（質の不足） 33.0  3 26.7  4 24.6  4 22.3  3 38.8 

4 製品価格（販売価格）の下落 24.0  5 23.8  3 26.9  3 23.0  6 13.9 

5 納期・単価等の取引条件の厳しさ 22.0  6 21.2  6 19.2  6 15.1  5 14.2 

6 原材料・仕入品の高騰 19.8  4 24.4  5 21.7  5 19.5  1 57.5 

7 人件費の増大 15.6  7 15.4  7 15.6  7 15.1  7 12.8 

8 製品開発力・販売力の不足 12.3  8 11.8  8 13.1  8 13.1  9  8.9 

9 金融・資金繰り難 10.5  9 11.0  9 10.2  9 10.4 12  4.6 

10 労働力不足（量の不足）  5.5 10  4.2 12  4.4 15  2.5  8 12.3 

11 東日本大震災の影響  5.1 － － － － － － － －
12 その他  3.5 － － － － － － － －
13 労働力の過剰  2.4 12  2.6 10  5.2 11  6.8 － －
14 環境規制の強化  1.3 11  4.0 11  5.0 16  1.8 11  5.5 

平成 24年 平成 23年 平成 22年 平成 21年 平成 20年
順位 項　　　目 比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率

1 顧客への納品・サービスの速さ 29.8  1 29.4  1 32.7  1 28.2  1 33.1 

2 製品の品質・精度の高さ 28.2  2 28.1  2 28.1  2 26.1  2 27.9 

3 組織の機動力・柔軟性 24.4  3 24.5  3 23.6  5 18.1 － －
4 技術力・製品開発力 21.9  5 21.2   7 17.7  8 17.4  7 12.0 

5 製品・サービスの独自性 19.6  7 18.9  4 20.8  6 17.6  3 21.1 

6 商品・サービスの質の高さ 19.1  4 21.7  6 18.0  3 20.0  4 16.9 

7 財務体質の強さ・資金調達力 16.9  6 19.7  5 18.8  7 17.6  5 16.4 

8 生産技術・生産管理能力 15.9  8 15.0  8 17.3  4 19.5  6 12.0 

9 企業・製品のブランド力 12.8 11  9.2 11 11.3 13  8.0 12  8.8 

10 優秀な仕入先・外注先 12.5 10 11.6 9 13.9  9 11.7 10 10.5 

11 営業力・マーケティング力 10.5  9 12.4 10 11.9 12  8.2 11  9.8 

12 製品・サービスの企画力・提案力  7.3 12  8.8 12 10.6 11  9.9  9 10.5 

図表⑥ 「経営上の強み」の推移（3項目以内複数回答：％）

図表⑦ 週所定労働時間

38時間以下
11.6%

38時間超
40時間未満

33.6%

38時間超
40時間未満

33.6%
40時間
44.5%

40時間超
44時間以下

10.3%
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24年度　中小企業労働事情実態調査の概要

従
業
員
一
人
当
た
り
の
月
平
均
残
業
時
間
は
、

一
〇.

八
一
時
間
で
、
昨
年
度
か
ら
一.

三
八
時
間

増
加
し
た
（
図
表
⑧
）。

規
模
別
で
は
「
一
〜
九
人
」
が
四.

九
三
時
間
で

あ
る
の
に
対
し
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」
で
は

一
六.
三
八
時
間
と
、
事
業
所
規
模
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
月
平
均
の
残
業
時
間
は
多
く
な
っ
て 

い
る
。

業
種
別
で
は
、「
製
造
業
」
が
一
一.

六
六
時
間

に
対
し
て「
非
製
造
業
」は
一
〇.

〇
三
時
間
と「
製

造
業
」
が
一.

六
六
時
間
多
か
っ
た
。

ま
た
「
残
業
な
し
」
も
「
製
造
業
」
で
二
一. 

三
％
と
「
非
製
造
業
」
の
四
二.
一
％
の
約
半
数

に
と
ど
ま
り
、「
一
〇
時
間
以
上
」
で
は
「
製
造
業
」

が
五
四.

一
％
と
、「
非
製
造
業
」
の
三
四.
六
％
と

比
べ
て
一
九.

五
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

有
給
休
暇
に
つ
い
て

有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
は
七.

一
五
日

有
給
休
暇
の
平
均
付
与
日
数
は
一
五.

七
七
日

で
、昨
年
（
一
五.

三
一
日
）
よ
り
若
干
増
加
し
た
。

規
模
別
で
は
、「
一
〜
九
人
」
が
一
四.

九
四
日
、

「
一
〇
〜
二
九
人
」
が
一
五.

七
六
日
、「
三
〇
〜

九
九
人
」
が
一
五.

九
五
日
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇

人
」
が
一
六.

七
二
日
と
な
っ
た
。

一
方
、
平
均
取
得
日
数
は
七.

一
五
日
（
昨
年

度
六.

三
九
日
）
で
、
六
年
振
り
に
増
加
し
た
。

従
業
員
一
人
当
た
り
の
取
得
日
数
は
「
一
〇
日

未
満
」
の
事
業
所
が
六
九.

六
％
と
約
七
割
を
占

め
る
一
方
、「
二
〇
日
以
上
」
は
一.

九
％
に
留
ま
っ

た
（
図
表
⑨
）。

な
お
、
平
均
取
得
率
（
平
均
付
与
日
数
を
平
均

取
得
日
数
で
割
っ
た
値
）
は
、四
六.

四
七
％
だ
っ
た
。

育
児
休
業
に
つ
い
て

短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
が
最
多

働
き
な
が
ら
育
児
を
す
る
従
業
員
へ
の
支
援
に

つ
い
て
（
複
数
回
答
）
は
、「
短
時
間
勤
務
制
度

の
導
入
」
が
三
一.

八
％
で
最
も
多
く
、「
始
業
・

終
業
時
刻
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ
」
が
二
八.

〇
％
、

「
所
定
外
労
働
の
免
除
」
が
二
二.

一
％
と
続
い
た
。

な
お
、「
特
に
支
援
は
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答

は
四
二.

五
％
で
あ
っ
た
（
図
表
⑩
）。

規
模
別
で
は
「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」
の
事

業
所
で
「
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
」（
五
九.

七
％
）を
筆
頭
に
、「
所
定
外
労
働
の
免
除
」（
四
六.

八
％
）、「
始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ
」

（
四
〇.

三
％
）
と
、
様
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い

る
様
子
が
窺
え
る
。

図表⑧ 月平均残業時間

図表⑨ 従業員1人当たりの年次有給休暇の
 　　　平均取得日数

残業なし
32.2%

1～10
時間未満
23.9%

残業なし
32.2%

1～10
時間未満
23.9%

10～20
時間未満
21.3%

20～30
時間未満
12.7%

30～50時間未満
8.6%

50時間以上
1.3%

5日未満
27.8％

5～10日未満
41.8％

5日未満
27.8％

5～10日未満
41.8％

10～15日未満
23.2％

15～20日未満
5.3％

20日以上
1.9％

図表⑩ 働きながら育児をする従業員への支援
 　　　（複数回答）

短時間勤務制度の導入

0 10 20 30 40
（％）

50

31.8

所定外労働の免除 22.1

フレックスタイム
制度の導入 5.6

育児に要する費用の援助 1.3

在宅勤務の導入 1.3

託児施設の紹介・斡旋 0.8

その他 9.9

特に支援はしていない 42.5

始業・終業時刻の
繰上げ・繰下げ 28.028.0
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介
護
休
業
に
つ
い
て

従
業
員
が
介
護
休
業
を
取
得
し
た
事
業
所
は

わ
ず
か
に
二.

九
％

昨
年
七
月
以
降
の
一
年
間
に
介
護
休
業
を
取
得

し
た
従
業
員
が
「
い
る
」
事
業
所
は
わ
ず
か
に

二.

九
％
、「
い
な
い
」事
業
所
が
九
七.

一
％
で
あ
っ

た
。働

き
な
が
ら
介
護
を
す
る
従
業
員
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
（
複
数
回
答
）

は
、「
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
」
が
最
も
多
く

二
四.

一
％
、
次
い
で
「
始
業
・
終
業
時
刻
の
繰

上
げ
・
繰
下
げ
」
の
二
二.
三
％
、「
所
定
外
労

働
の
免
除
」
の
一
八.

五
％
の
順
と
な
っ
た
。
な

お
、「
特
に
支
援
は
し
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は

五
一.

七
％
で
あ
っ
た
（
図
表
⑪
）。

新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て

来
年
度
の
新
卒
採
用 

約
二
割
が
「
あ
る
」
と
回
答

今
年
三
月
の
新
規
学
卒
者
の
採
用
充
足
率
は
、 

「
高
校
卒
」
が
九
六.

七
％
（
採
用
計
画
人
数

二
一
一
人
・
採
用
人
数
二
〇
四
人
）、「
専
門
学
校

卒
」
が
九
六.

二
％
（
同
二
六
人
・
二
五
人
）、「
短

大
卒
（
含
高
等
専
門
学
校
）」
が
九
四.

一
％
（
同

一
七
人
・
一
六
人
）、「
大
学
卒
」
が
八
七.

〇
％
（
同

一
三
八
人
・
一
二
〇
人
）
で
あ
っ
た
。

な
お
、
学
卒
別
新
規
学
卒
者
の
初
任
給
は
図
表

⑫
の
通
り
。

来
年
三
月
に
お
け
る
新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ

い
て
は
、
採
用
計
画
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た

事
業
所
は
一
九.

七
％
で
あ
っ
た
。
全
国
平
均
の

一
五.

七
％
を
上
回
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
昨
年

度
の
一
九.

九
か
ら
若
干
減
少
し
た
（
図
表
⑬
）。

規
模
別
で
は
、「
あ
る
」
が
「
一
〇
〇
〜

三
〇
〇
人
」
で
は
五
七.

八
％
と
半
数
を
超
え
た

一
方
、「
な
い
」
は
「
一
〜
九
人
」
で
八
三.

一
％

で
あ
っ
た
。

業
種
別
で
は
、「
あ
る
」
と
の
回
答
は
「
対
個

人
サ
ー
ビ
ス
業
」（
三
七.

五
％
）、「
機
械
器
具
」

（
三
七.

一
％
）
で
多
く
約
四
割
に
、
一
方
「
な
い
」

は
「
木
材
・
木
製
品
」（
八
五.

七
％
）、「
窯
業
・

土
石
」（
八
四.

六
）
で
多
く
八
割
を
超
え
た
。

図表⑪ 働きながら介護をする従業員への支援
 　　　（複数回答）

図表⑬ 新規学卒者の採用計画の推移

短時間勤務制度の導入

0 10 20 30 40 50
（％）

60

24.1

18.5

5.4

24.1

所定外労働の免除 18.5

介護休暇制度の導入 8.8

フレックスタイム
制度の導入 5.4

転勤・配置転換に
係る配慮

2.1

在宅勤務の導入 0.0

その他 8.6

特に支援はしていない 51.7

始業・終業時刻の
繰上げ・繰下げ 22.3

学　卒 区　分
単純平均 加重平均

静岡県 全国（参考） 静岡県 全国（参考）

高校卒
技術系  167,505  156,643  167,611  156,863 

事務系  159,728  151,833  154,257  152,618 

専門
学校卒

技術系  190,038  168,810  189,263  168,980 

学校卒  167,222  163,155  167,222  165,003 

短大卒
（含高専）

技術系  186,824  171,044  185,766  172,083 

事務系  159,063  164,324  160,250  164,104 

大学卒
技術系  198,626  191,622  201,069  193,045 

事務系  191,220  188,064  190,895  190,766 

図表⑫ 新卒者の初任給額（平成24年3月新規学卒者同年6月支給額）（金額：円）

ある

全国（参考）

0 20 40 60 80
（％）

100

15.7

19.7

19.9

17.8

16.5

32.3 51.9

63.7

60.0

56.9

61.9

60.915.7

平成24年 19.7

平成23年 19.9

平成22年 17.8

平成21年 16.5

平成20年 32.3 51.9 15.8

63.7 19.8

60.0 22.2

56.9 23.3

61.9 18.4

60.9 23.4

ない 未定
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24年度　中小企業労働事情実態調査の概要

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て

八
割
以
上
の
企
業
で
高
齢
者
の
雇
用
「
あ
る
」

六
〇
歳
以
上
の
高
年
齢
者
を
「
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
」
は
八
五.

六
％
で
あ
っ
た
。

企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
「
雇

用
し
て
い
る
」
事
業
所
の
割
合
は
大
き
く
な
り
、

「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」
で
は
一
〇
〇
％
に
達
し

た
（
図
表
⑭
）。

業
種
別
に
み
る
と
、「
製
造
業
」
が
九
一.

二
％

と
、「
非
製
造
業
」
の
八
〇.
六
％
を
上
回
っ
た
。

高
年
齢
者
の
雇
用
形
態
で
は
、「
正
社
員
」
と

「
嘱
託
・
契
約
社
員
・
そ
の
他
」
が
四
四.

六
％
と

最
も
多
く
、こ
れ
に
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」「
派
遣
」

が
続
い
た
。

高
年
齢
者
雇
用
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」
が
七
一.

六
％
と

七
割
超
で
最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で
「
定
年
年
齢

を
六
五
歳
以
上
に
引
上
げ
」（
一
六.

九
％
）、「
定

年
の
定
め
の
廃
止
」（
七.

八
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

な
お
、「
該
当
者
が
い
な
い
の
で
対
応
し
て
い
な

い
」
は
三.

七
％
で
あ
っ
た
（
図
表
⑮
）。

規
模
別
で
は
、「
一
〜
九
人
」
の
事
業
所
で

は
「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」
が
三
三.

八
％
と

最
も
多
い
も
の
の
、「
定
年
年
齢
を
六
五
歳
以
上

に
引
上
げ
」
が
二
八.

四
％
、「
定
年
の
定
め
の
廃

止
」
が
二
五.

七
％
と
他
の
措
置
も
一
定
割
合
で

導
入
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇

人
」
の
事
業
所
で
は
、「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」

が
八
九.

一
％
と
約
九
割
を
占
め
た
の
に
対
し
て
、

「
定
年
の
定
め
の
廃
止
」
と
の
回
答
は
な
か
っ
た
。

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

四
分
の
一
の
事
業
所
で
障
が
い
者
を
雇
用

障
が
い
者
を
「
雇
用
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た

事
業
所
は
二
五.

二
％
と
、
全
体
の
四
分
の
一
に

上
っ
た
。

規
模
別
で
は
、
企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

「
雇
用
し
て
い
る
」事
業
所
は
多
く
な
り
、「
一
〇
〇

〜
三
〇
〇
人
」
で
は
七
六.

六
％
と
七
割
を
超
え

た
（
図
表
⑯
）。

業
種
別
で
み
る
と
、「
製
造
業
」
が
三
〇.

八
％

で
あ
る
の
に
対
し
て
「
非
製
造
業
」
が
二
〇.

二
％

と
、「
製
造
業
」
の
方
が
障
が
い
者
雇
用
が
進
ん

で
い
る
。

現
在
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
な
い
事
業
所
に

図表⑭ 高年齢者雇用の有無（規模別・業種別）

図表⑯ 障がい者雇用の有無（規模別・業種別）

図表⑮ 実施している高年齢者雇用措置

雇用している

全国（参考） 75.2

85.6

66.4

86.9

94.1

100.0

91.2

80.6 19.4

8.8

5.9

13.1

33.6

14.4

24.875.2

0 20 40 60 80 100（％）

静岡県 計 85.6

1～9人 66.4

10～29人 86.9

30～99人 94.1

100～300人 100.0

製造業 計 91.2

非製造業 計 80.6 19.4

8.8

0.0 
5.9

13.1

33.6

14.4

24.8

雇用していない

雇用している

全国（参考） 19.3 80.7

25.2 74.8

4.2 95.8

10.4 89.6

34.8 65.2

76.6 23.4

30.8 69.2

20.2 79.8

19.3 80.7

0 20 40 60 80 100（％）

静岡県 計 25.2 74.8

1～9人 4.2 95.8

10～29人 10.4 89.6

30～99人 34.8 65.2

100～300人 76.6 23.4

製造業 計 30.8 69.2

非製造業 計 20.2 79.8

雇用していない

定年の定めを廃止している
7.8％

定年年齢を
65歳以上に
引き上げている
16.9％

継続雇用制度を導入している
71.6％

該当者がいないので
対応していない
3.7％
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お
け
る
今
後
の
障
が
い
者
の
新
規
雇
用
予
定
に
つ

い
て
は
、「
新
規
雇
用
す
る
予
定
は
な
い
」
と
す

る
事
業
所
が
八
九.

三
％
と
約
九
割
に
達
し
、「
新

規
雇
用
を
検
討
中
で
あ
る
」
が
一
〇.

〇
％
、「
新

規
雇
用
す
る
予
定
が
あ
る
」
は
〇.

七
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

雇
用
し
て
い
る
障
が
い
者
に
対
し
て
行
っ
て
い

る
雇
用
管
理
上
の
配
慮
（
複
数
回
答
）
で
は
、「
担

当
業
務
・
内
容
の
配
慮
」
が
六
六.

一
％
と
最
も

多
く
、
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の
約

三
分
の
二
が
回
答
。
次
い
で
「
短
時
間
勤
務
な
ど

勤
務
時
間
の
配
慮
」（
二
三.
二
％
）、「
通
院
・
服

薬
管
理
な
ど
医
療
上
の
配
慮
」（
一
三.

四
％
）
が

続
い
た
。
な
お
、「
特
に
配
慮
は
必
要
な
い
」
は

二
二.

三
％
で
あ
っ
た
（
図
表
⑰
）。

賃
金
改
定
に
つ
い
て

四
割
強
が
「
今
年
賃
上
げ
を
実
施
」

今
年
一
月
一
日
か
ら
調
査
時
点
の
七
月
一
日
ま

で
に
賃
金
を
「
引
上
げ
た
」
と
回
答
し
た
事
業
所

は
四
一.

六
％
、「
七
月
以
降
引
上
げ
る
予
定
」
と

回
答
し
た
事
業
所
は
三.

一
％
で
、
全
体
の
四
割

を
超
え
る
事
業
所
が
今
年
賃
金
の
引
上
げ
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
る
（
図
表
⑱
）。

企
業
規
模
別
で
み
る
と
、
大
規
模
事
業
所
ほ

ど
賃
金
の
引
上
げ
に
前
向
き
で
、「
一
〇
〇
〜

三
〇
〇
人
」
の
事
業
所
で
は
「
引
上
げ
た
」
が

六
五.

一
一
％
、「
七
月
以
降
引
上
げ
る
予
定
」
が

四.

八
％
で
、
今
年
度
に
賃
金
の
引
上
げ
を
実
施

す
る
事
業
所
は
約
七
割
（
六
九.

九
％
）
に
上
る
。

一
方
、「
一
〜
九
人
」
で
は
、「
今
年
は
実
施

し
な
い
（
凍
結
）」
と
回
答
し
た
事
業
所
は
、
三

割
強
の
三
二.

八
％
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
今
年

賃
金
の
引
上
げ
を
実
施
す
る
事
業
所
の
割
合
は

二
三.

五
％
と
、
二
割
に
と
ど
ま
る
結
果
と
な
っ

た
（「
引
上
げ
た
」
二
一.

八
％
、「
七
月
以
降
引

上
げ
予
定
」
一.

七
％
）。

業
種
別
で
は
、「
引
上
げ
た
」
事
業
所
は
「
製

造
業
」
が
五
四.

九
％
と
半
数
を
超
え
、「
非
製

造
業
」
の
三
〇.

一
％
を
二
四.

八
ポ
イ
ン
ト
と
大

き
く
上
回
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
賃
金
の

引
上
げ
を
実
施
す
る
事
業
所
も
、「
製
造
業
」
が

五
七.

七
％
と
約
六
割
を
占
め
た
の
に
対
し
て
、

「
非
製
造
業
」
は
三
三.

四
％
と
全
体
の
約
三
分
の

一
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
表
⑲
）。

24年度　中小企業労働事情実態調査の概要

図表⑰ 障がい者に対して行っている雇用管理上の配慮
　　　 （複数回答）

図表⑲ 賃金改定の実施状況（規模別・業種別）

図表⑱ 賃金改定の実施状況

担当業務・内容の配慮 66.166.1

0 10 20 30 40 50 60
（％）

70

短時間勤務など
勤務時間の配慮 23.2

通院・服薬管理など
医療上の配慮 13.4

作業環境、施設・
設備・機器の改善 11.6

業務・健康管理等を
支援する者の配置 3.6

通勤手段の確保・
通勤時間の配慮 2.7

その他 3.6

特に配慮は必要ない 22.3

全国（参考） 33.4

41.6

21.8

33.8

56.8

65.1

54.9

30.1 31.3

15.5

14.3

15.2

23.4

39.5

24.0

30.6

3.3 2.8

33.4

静岡県 計 41.6

1～9人 21.8

10～29人 33.8

30～99人 56.8

100～300人 65.1

製造業 計 54.9

非製造業 計

引上げた

30.1 32.1 31.3
2.4

24.9 15.5

15.9 14.34.8

18.9 6.1 15.2

40.0 23.4

32.8 39.5

28.8 24.0
3.1

2.3

0.7

2.3

2.0
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1.0

0 20 40 60 80 100（％）

2.5

2.1 0.7

2.3 0.8

0.0

1.4 3.3 0.52.80.8

0.0
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1.71.7

引下げた
７月以降引上げる予定

７月以降引下げる予定

未定

今年は実施しない（凍結）

引上げた
41.6％

未定
24.0％

引上げた
41.6％

引下げた
2.0％

今年は実施しない
（凍結）

28.8％

７月以降
引上げる予定
3.1％

７月以降
引下げる予定
0.7％

未定
24.0％
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一
〇
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
中
小
企

業
団
体
静
岡
県
大
会
の
席
上
で
、

知
事
か
ら
産
業
振
興
功
労
表
彰
を
受
け
た
。

「
今
回
の
受
賞
は
ま
さ
に
身
に
余
る
光
栄
。

組
合
員
を
は
じ
め
事
務
局
の
役
職
員
、
そ
し

て
家
族
に
感
謝
し
た
い
で
す
ね
」。

静
岡
県
下
の
自
動
車
整
備
事
業
者
で
組
織

す
る
組
合
の
理
事
長
に
就
任
し
て
六
年
。
平

成
七
年
に
理
事
に
就
い
て
以
来
、
執
行
部
の

一
員
と
し
て
、
二
〇
年
近
く
組
合
運
営
を
担

い
続
け
る
。

「
理
事
長
に
就
任
し
、
中
部
・
西
部
地
区

に
も
足
を
運
ぶ
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
東
部
地
区
の
代
表
と
い
う
意
識
で
い

た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
と
り
わ
け
西

部
の
皆
さ
ん
の
活
発
さ
や
積
極
性
に
は
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
同
時
に
、
県
下
自
動
車
整

備
業
界
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
職
責
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
H
V
）
や
電
気
自
動

車
（
E
V
）
の
普
及
に
よ
り
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

 

「
H
V
車
の
整
備
に
関
す
る
研
修
会
を
組

合
単
独
で
、
ま
た
E
V
車
に
関
し
て
は
静
岡

県
自
動
車
整
備
振
興
会
と
共
催
し
県
下
各
地

で
開
い
て
い
ま
す
。
次
世
代
自
動
車
を
診
断

し
整
備
す
る
技
術
者
の
養
成
に
我
々
の
命
運

が
か
か
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」と
業
界
の
将
来
を
見
据
え
る
。

組
合
事
業
に
は
無
限
の
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
持
論
だ
。

「
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
役
員
、
組
合
員
、

事
務
局
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
り
、
そ
こ
か

ら
新
た
な
事
業
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
」。

そ
の
一
つ
が
”
商
工
祭
“
。
組
合
員
相

互
の
交
流
と
一
般
市
民
へ
の
P
R
を
目
的

に
、
組
合
事
業
や
自
動
車
整
備
の
紹
介
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
隔
年
で
開
い
て
い
る
。

ま
た
組
合
で
は
昨
年
よ
り
、
厚
生
労
働
大

臣
の
認
可
を
得
て
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
を

実
施
。
人
材
難
に
悩
む
組
合
員
に
対
し
て
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
を
退
職
し
た
整
備
技
術
者
の
斡

旋
を
始
め
た
。

「
組
合
は
組
合
員
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
存

在
で
あ
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
社
会
の
変

化
を
掴
ん
だ
上
で
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る
。

昭
和
三
三
年
に
大
仁
町
（
現
在
の
伊
豆
の

国
市
）で
自
動
車
整
備
工
場
を
創
業
。
以
来
、

自
動
車
の
販
売
と
整
備
に
従
事
し
て
き
た
。

十
年
ほ
ど
前
か
ら
は
ご
子
息
と
一
緒
に
社
業

を
切
り
盛
り
し
、
そ
ろ
そ
ろ
社
長
業
を
引
き

継
ご
う
と
考
え
て
い
る
。

戦
前
に
活
躍
し
た
車
を
複
数
台
所
有
。
自

慢
は
一
九
二
七
年
製
の
オ
ー
ス
チ
ン
・
セ
ブ

ン
と
シ
ト
ロ
エ
ン
だ
。

「
今
の
日
本
車
に
な
い
デ
ザ
イ
ン
が
堪
り

ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
整
備
し
エ
ン
ジ
ン
も
か

か
り
ま
す
か
ら
、
車
検
を
通
せ
ば
公
道
も
走

れ
ま
す
よ
」。

こ
の
他
に
も
一
九
二
八
年
製
の
ダ
ッ
ト
サ

ン
を
二
台
所
有
す
る
、
根
っ
か
ら
の
車
好
き

で
あ
る
。

静岡県自動車整備商工組合
神田勝

か つ し

史 理事長

産業振興
功労表彰を受賞
組合事業の可能性を
常に追い求める
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組合の動き

静
岡
市
清
水
区
の
清
水
河
岸
の
市
協

同
組
合
（
深
沢
寿
昭
理
事
長
）
の
組
合

員
で
あ
る
水
産
仲
卸
業
者
が
入
居
す

る
”い
ち
ば
館
“
の
隣
接
地
に
、
新
館

の
”ま
ぐ
ろ
館
“
が
一
〇
月
一
三
日
に

オ
ー
プ
ン
。
連
日
、
多
く
の
買
い
物
客

や
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
当
日
の
記
念
式
典
に
は
、

深
沢
理
事
長
、
施
設
の
設
置
者
で
あ
る

清
水
魚
株
式
会
社
の
宮
城
島
社
長
を
初

め
と
す
る
関
係
者
や
来
賓
が
出
席
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
で
新
た
な
門
出
を

祝
っ
た
。
ま
た
同
時
に
開
催
さ
れ
た
記

念
セ
ー
ル
に
は
、
新
鮮
な
魚
介
類
や
料

理
を
求
め
て
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け

た
。”ま

ぐ
ろ
館
“
に
は
、
組
合
に
新
た

に
加
わ
っ
た
す
し
や
刺
し
身
定
食
、
マ

グ
ロ
丼
を
売
り
と
し
た
飲
食
店
な
ど

一
六
店
が
入
居
。
J
R
清
水
駅
に
近
い

立
地
を
活
か
し
て
、
新
鮮
な
魚
料
理
な

ど
を
提
供
し
て
い
る
。

今
回
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
生
鮮
食

品
販
売
店
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
”い

ち
ば
館
“
と
合
わ
せ
て
、
店
舗
面
積

は
倍
増
し
た
。

深
沢
理
事
長
は

「
清
水
港
と
富
士
山
が
一
望
で
き
る

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に
立
地
し
、
多
く

の
皆
さ
ん
、
と
り
わ
け
中
高
年
層
の

方
々
の
来
場
に
期
待
し
て
い
る
。
今
後

は
地
元
の
商
店
街
や
旅
館
、
ホ
テ
ル
と

も
連
携
し
、
相
乗
効
果
を
上
げ
る
こ
と

で
清
水
の
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

営
業
時
間
は
”い
ち
ば
館
“
が

一
〇
時
〜
一
八
時
、
”ま
ぐ
ろ
館
“
が

一
〇
時
〜
二
二
時
で
、毎
週
水
曜
定
休
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
合
事
務
局
ま
で
。

〇
五
四
–
三
五
五
–
三
五
七
五

富
士
市
浮
島
工
業
団
地
協
同
組
合

（
杉
山
清
理
事
長
）
は
、
創
立
四
〇
周

年
を
記
念
し
、
一
〇
月
二
七
日
、
富
士

市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士
で
記
念
式

典
を
開
催
し
た
。

式
典
に
は
、
鈴
木
尚
富
士
市
長
ら
来

賓
、
組
合
員
な
ど
合
わ
せ
て
一
一
〇
人

が
出
席
し
、四
〇
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
杉
山
理
事
長
は
、

「
組
合
員
の
強
い
絆
に
よ
り
、
幾
多

の
試
練
を
乗
り
越
え
て
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
四
〇
周
年
を
機

に
新
た
な
飛
躍
を
目
指
し
邁
進
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

式
典
で
は
、
組
合
運
営
に
尽
力
し
た

役
員
に
中
央
会
会
長
表
彰
、
防
災
等
に

尽
力
し
た
役
員
と
組
合
員
企
業
に
永
年

勤
め
る
従
業
員
ら
に
理
事
長
表
彰
が
行

わ
れ
、
佐
野
会
長
、
杉
山
理
事
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
、
富
士

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
行
い
、

式
典
の
席
上
で
杉
山
理
事
長
か
ら
鈴
木

市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

式
典
の
結
び
に
は
、
組
合
青
年
部
鈴

木
会
長
の
リ
ー
ド
で
組
合
の
方
針
”新

た
な
目
標
に
向
か
っ
て
“
が
唱
和
さ

れ
、
さ
ら
な
る
団
結
を
誓
っ
た
。

同
組
合
は
昭
和
四
七
年
に
設
立
し
、

同
五
一
年
に
団
地
造
成
が
完
了
し
た
。

以
来
、
共
同
受
電
事
業
を
は
じ
め
、
共

同
給
油
所
、
上
下
水
道
管
理
、
購
買
な

ど
の
共
同
事
業
を
展
開
。
ま
た
、
地
元

住
民
と
の
融
和
を
目
的
に
納
涼
祭
を
開

催
し
、
今
年
で
一
九
回
目
を
数
え
た
。

団
地
面
積
約
七
万
坪
、
組
合
員
二
八

社
で
地
域
経
済
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
。

組
合
員
が
新
た
に
加
わ
り

　
”ま
ぐ
ろ
館
“が
オ
ー
プ
ン

清
水
河
岸
の
市
協
同
組
合

地
域
経
済
の
発
展
を
担
っ
て
四
〇
年

　 

記
念
式
典
を
開
催

富
士
市
浮
島
工
業
団
地
協
同
組
合

▲館内には魚料理の店が軒を連ねる

▶
シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
も
掲
げ
た

▲組合の方針を力強く唱和した

◀挨拶を述べる杉山理事長
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組合活性化情報

椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、
鏡
台
、
桐
製
品
な

ど
の
最
新
家
具
や
関
連
雑
貨
約
一
〇
〇

点
を
出
展
。
期
間
中
は
静
岡
家
具
の
存

在
や
品
質
を
消
費
者
に
直
接
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
、
三
〇
〜
四
〇
代
の
若
手
職

人
ら
が
構
え
、
交
代
で
接
客
し
た
。

関
本
会
長
は

「
多
く
の
方
々
が
立
ち
寄
ら
れ
、
静

岡
が
家
具
の
街
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
新

築
時
の
家
具
の
依
頼
も
受
け
る
な
ど
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ

て
い
る
」
と
そ
の
効
果
を
語
る
。

青
年
部
で
は
、
来
年
度
も
積
極
的
な

P
R
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

静
岡
県
家
具
工
業
組
合
青
年
部
（
関

本
順
二
会
長
）
で
は
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
一
〇
月
六
日
か
ら
約
一
ヵ
月

間
、
静
岡
市
葵
区
七
間
町
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
た
。

「
今
ま
で
に
な
い
フ
ラ
ン
ク
な
商
品

の
販
売
が
出
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た

の
で
、
面
白
い
店
が
多
く
あ
る
七
間
町

に
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
。
商
店
街

の
方
に
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
二
つ
返

事
で
今
回
の
場
所
を
紹
介
い
た
だ
い

た
」（
関
本
会
長
）。

店
の
名
前
は
”L
I
P,
S
（
リ
ッ
プ

ス
）“
。
毎
年
六
月
に
組
合
で
主
催

し
て
い
る
シ
ズ
オ
カ
K
A
G
U
メ
ッ

セ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
”L
o
v
e 

I
n
t
e
r
i
o
r 

P
a
r
t
y
“
の

頭
文
字
に
静
岡
の
”S
“
を
加
え
、
イ

ン
テ
リ
ア
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
静
岡
の

パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
り
た
い
と
い
う
青
年

部
会
員
の
気
持
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

安
価
な
海
外
産
家
具
の
台
頭
や
消
費

の
低
迷
な
ど
か
ら
家
具
業
界
が
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
中
、
県
中
部
地

区
の
家
具
メ
ー
カ
ー
九
社
が
参
加
し
、

静
岡
県
内
の
自
動
車
整
備
事
業
者
で

組
織
す
る
静
岡
県
自
動
車
整
備
商
工
組

合
（
神
田
勝
史
理
事
長
）
で
は
こ
の
ほ

ど
、
県
内
三
地
区
で
”商
工
祭　

フ
ェ

ス
タ
2
0
1
2
“
を
開
催
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
組
合
員
に
自
動
車
整

備
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
組
合
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
場
と
し
て
隔
年
で
開
催
さ
れ
、
今

回
で
一
六
回
目
と
な
る
。

中
部
地
区
で
は
、
一
一
月
四
日
に
静

岡
市
の
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
で
開
催

さ
れ
、
組
合
員
と
そ
の
従
業
員
ら
約

七
〇
〇
名
が
来
場
し
た
。
会
場
に
は
、

整
備
用
機
器
を
は
じ
め
作
業
工
具
、
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
消
耗
品
や
作
業

服
な
ど
四
〇
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
整
備
用
機
器
の

ブ
ー
ス
で
は
、
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に

使
用
方
法
や
表
示
内
容
な
ど
を
熱
心
に

聞
く
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

会
場
中
央
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
出
展
者
の
出
品

に
よ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
競
り

人
に
よ
る
威
勢
の
良
い
呼
び
か
け
に
、

場
内
か
ら
は
買
い
値
の
声
が
盛
ん
に
飛

び
交
い
、
出
品
さ
れ
た
機
器
類
な
ど
が

次
々
と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
た
。

組
合
で
は

「
最
新
鋭
の
整
備
機
器
な
ど
に
触
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
顧
客
満
足
度
の
よ

り
高
い
整
備
作
業
を
行
え
る
機
会
に
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

”フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
“
は
、
西
部

地
区
で
は
一
〇
月
一
四
日
に
浜
松
市
総

合
産
業
展
示
館
で
、
東
部
地
区
で
は

一
一
月
一
八
日
に
富
士
市
の
ふ
じ
さ
ん

め
っ
せ
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

▲最新作で地元の家具をアピールした

▲測定器の使用法を熱心に聞く来場者

◀熱気にあふれた
　オークション

若
手
職
人
が
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
”静
岡
の
家
具
“を
発
信

静
岡
県
家
具
工
業
組
合
青
年
部

最
新
の
整
備
技
術
に
触
れ
る

　
”商
工
祭 

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
“を
開
催

静
岡
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
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Topics

ま
た
大
会
の
意
義
を
内
外
に
表
明
す

る
た
め
、
決
議
事
項
の
早
急
な
実
現
を

求
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
・
中
小

企
業
組
合
が
地
域
社
会
の
絆
を
再
生
し
、

力
を
組
織
に
結
集
し
て
、
豊
か
な
日
本

が
再
生
さ
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
こ

と
を
誓
う
と
し
た
﹃
大
会
宣
言
﹄
を
高
ら

か
に
宣
言
。
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

優
良
組
合
三
四
組
合
、
組
合
功
労
者
七

○
名
、
中
央
会
優
秀
専
従
者
三
九
名
に

全
国
中
央
会
鶴
田
欣
也
会
長
か
ら
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

本
県
関
係
で
は
、
優
良
組
合
と
し
て

土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
関
祐
司
理

事
長
・
伊
豆
市
）、
協
同
組
合
島
田
計

器
部
品
セ
ン
タ
ー
（
山
梨
昭
次
理
事

長
・
島
田
市
）、
湖
西
金
属
工
業
協
同

組
合
（
佐
原
功
一
郎
理
事
長
・
湖
西
市
）

が
、
中
央
会
優
秀
専
従
者
と
し
て
佐

塚
一
弘
（
労
働
対
策
課
）、
平
川
博
人

（
経
営
支
援
課
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の

栄
に
浴
し
た
。

な
お
、
次
回
の
全
国
大
会
は
、
平
成

二
五
年
一
〇
月
二
四
日
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。

第
六
四
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

（
全
国
中
央
会
・
宮
崎
県
中
央
会
共
催
）

が
、
一
○
月
二
五
日
、
宮
崎
市
の
”フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ガ
イ
ヤ
・
リ
ゾ
ー
ト
“

で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
全
国
各
地

か
ら
約
二
五
〇
〇
人
の
中
小
企
業
関
係

者
が
参
集
。
本
県
か
ら
は
、
四
〇
人
を

超
え
る
組
合
代
表
者
ら
が
出
席
し
た
。

今
大
会
で
は
”組
合　

絆　

ル
ネ
サ

ン
ス　

日
本
は
一
つ
“
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
地
域
産
業
の
再
生
・
発
展
へ
の

支
援
の
強
化
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
加
速
化
の
強
化
な
ど
、

中
小
企
業
対
策
と
し
て
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
一
二
項
目
を
大
会
決
議
と
し
て

採
択
し
た
。12項目の大会決議

▲ 会場のフェニックス・シーガイヤ・リゾートには、全国各地から約2500人
の中小企業組合関係者らが集まった。

協同組合
島田計器部品センター

山梨昭次 理事長

土肥温泉旅館
協同組合

関 祐司 理事長

湖西金属工業
協同組合

佐原功一郎 理事長

Ⅰ．地域産業の再生・発展への支援の強化
■デフレ脱却のための総合的な経済対策等の実施
■ 万全な資金繰り対策の継続及び中小企業金融機能の

拡充
■事業承継の円滑化等中小企業関係税制の拡充
■社会保障制度の見直し
■中小企業の実態を踏まえた労働・教育対策の推進
■公正な競争環境の整備、官公需対策の強化
■商店街等及び中小小売商業の活性化支援の拡充
■中小流通業・サービス業振興対策の強化

Ⅱ．東日本大震災からの復旧・復興の加速化
■被災中小企業・組合等の復旧の継続支援の拡充
■原発事故の早期収束

Ⅲ．組合等連携組織対策の強化
■組合組織の位置づけの強化
■中央会の組合等連携組織対策予算の拡充

優　良　組　合

”組
合 

絆 

ル
ネ
サ
ン
ス 

〜
日
本
は
一
つ
〜
“

　  
テ
ー
マ
に
宮
崎
県
で
全
国
大
会

第
六
四
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
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（平成24年10月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

● 製造業
・	�政情不安、景気も冷え込んでくる気配。消費減退が懸念され
る。（水産食料品製造業）
・	�例年通り10月はひと段落する時期であるが、特に今年は落ち
込みが大きい。（宗教用具製造業）
・	�主要構造材が販売不振。低価格の裾物だけが動いている商況
が続いている。（木材・木製品製造業）
・	�10月に富士市内の大手製紙工場の生産が停止となり下請け
や取引業者にも大きな影響が出ている。11月には富士山紙
フェアや富士市商工フェアが開催されることから、製紙業界
の活気を取り戻してもらいたい。
　（パルプ・紙・紙加工品製造業）
・	�受注単価下落及び受注量減少。（印刷・同関連業）
・	�前年対比は126%、ただし累計では96%程度となった。下期は
やや動きがあるだろう。
・	�売上の減少が続いている。同時に本年は原石採取量も共に減
少している。（セメント・同製品製造業）
・	�エコカー減税終了、海外情勢不安定等のため、景気は悪化傾
向にある。（金属製品製造業）
・	�尖閣問題から中国の日本に対する経済対抗措置や日本製品
の不買により中国国内の生産調整が懸念される。（輸送用機
械器具製造業）
・	�四輪車のエコカー補助金が終了し、販売状況が低調になって
いることに加えて中国市場の悪化の影響が出てきている。
（輸送用機械器具製造業）
・	�相変わらず受注状況は悪く、底辺を脱け出せていない。各イ

ベントも前年の線まで達していない状況。（漆器製造業）
● 非製造業
・	�公共関係は、大型工事が少ない、受注は大幅に減少。民間需要
の落ち込みも続いている為、出荷は、前年比7.7%減少となっ
たが、出荷量としては本年度最大となった。
　（セメント卸売業）
・	�前年同月対比の売上は、極めて悪化している。今後の見通し
も極めて厳しいものがある。（その他の卸売業）
・	�10月末のハロウィンセールは、今ひとつであったが、お客様
参加型のディスプレイコンテストは、募集期間が短期間では
あったが、多くの方に参加していただき楽しくできた。（各種
商品卸売業）
・	�組合HPをリニューアル。組合HPを見て板金・修理業務を依
頼するお客様が少しづつ増加している。（自動車整備業）
・	�多少動きが出てきたように思う。消費税UP前のかけこみ的
な動きがでてきたか。（不動産取引業）
・	�９月、10月はやや低迷している。（宿泊業）
・	�組合営業活動により、県内企業からシステム保守の商談が発
生したが、これまで共同受注というケースも含め、斡旋につ
いても詳細な取り決めがなく、このところ組合員の加入も増
えているため、組合としての営業活動について全体協議を経
て、ルール化を図って行くことになった。（総合工事業）
・	�荷動きは昨年も低調だったが今年は更に悪く、燃料価格も昨
年に比べて１ℓ当り３円程度高い。収益を圧迫している。（道
路貨物運送業）

業界の声 対象17業種より抜粋

2012静岡県ワーク・ライフ・バランスセミナー　開催のご案内
◆日　時　等

日　　時 会　　場 講　　師 募集締切
平成25年
1月18日（金）13：00 〜 16：30

沼津労政会館
（沼津市高島本町1-3）

飯田工業薬品㈱（富士市）
代表取締役 飯田悦郎氏 1月11日（金）

2月  5日（火）13：00 〜 16：30 静岡労政会館
（静岡市葵区黒金町5番地の1）

㈱レ・サンク（静岡市）
代表取締役 田嶋清子氏 1月29日（火）

（従業員対象）
2月21日（木）13：00 〜 16：30

静岡労政会館
（静岡市葵区黒金町5番地の1）

㈱コア・タムタム（静岡市）
代表取締役 水野美予子氏 2月14日（木）

2月27日（水）13：00 〜 16：30 浜松労政会館
（浜松市中区東伊場2丁目7番1号）

㈱たこ満（菊川市）
相談役 平松きよ子氏 2月20日（水）

○コーディネーター　富田中小企業診断士事務所代表　富田哲弥氏
◆内　容　「県内の実践企業から学ぶワーク・ライフ・バランス」講義・意見交換・相談等
◆定員等　各会場50人（先着順）。※どちらの会場でも参加いただけます。
◆参加費　無料
◆対　象　企業経営者、人事労務担当者や従業員、その他関心がお有りの方。
　　　　　　※２月21日のセミナーは、従業員の方を対象とした内容です。
◆主　催　静岡県	 ◆共　催　静岡県中小企業団体中央会ほか
◆申込み／問合せ先　静岡県就業支援局労働政策課　TEL.054-221-2338　FAX.054-271-1979
	 ※詳細は、労働政策課HP「しずおか労働福祉情報」をご覧ください。
	 　URL： http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/index.html

16中小企業静岡 2012.12

24年12月号_本文.indd   16 12/11/22   9:42



○	10月の前年同月比のDI値は、「売上高」「収益状況」「業界の景況」の主要３指標について悪化したが、そ
の他の項目は「販売価格」「設備操業度」の２項目において改善した。
○製造業は、前月との比較で「売上高」「販売価格」「設備操業度」「雇用人員」の４項目において改善した。
○非製造業では、前月との比較で「販売価格」において改善した一方で、他の７項目において悪化した。
○	日中関係の悪化という中国経済にとってのリスク、物流量の減少懸念、原油価格の上昇など先行きに不安
を抱える状況が続いている。

◎今月の業界状況を主要三指標の前年同月比DI値で見ると、売上高－44.8（９月－40.2）、収益状況－48.3（同
－44.9）、業界の景況－48.3（同－42.5）となった。「売上高」「収益状況」「業界の景況」の主要３指標につい
て悪化した。
その他の項目は在庫数量－11.5（同－19.6）、販売価格－17.3（同－15.0）、取引条件－17.3（同－15.0）､ 資金
繰り－29.9（同－25.3）､ 設備操業度－23.1（同－25.6）、雇用人員－18.4（同－18.4）となり２項目において改
善した。

概　況
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売上高
収益状況
業界の景況

H15.11.1 H16.11.1 H17.11.1 H18.11.1 H19.11.1 H20.11.1 H21.11.1 H22.11.1 H23.11.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H24.10 －44.8 －11.5 －15.0 －17.3 －48.3 －29.9 －23.1 －18.4 －48.3

DI値

H24.09 －40.2 －19.6 －17.2 －15.0 －44.9 －25.3 －25.6 －18.4 －42.5

H24.09→H24.10 －4.6↓ 8.1↑ 2.2↑ －2.3↓ －3.4↓ －4.6↓ 2.5↑ 0.0± －5.8↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
先月に続き主要3指標での悪化が続く
～日中関係の悪化や物流量の減少懸念が影響を及ぼす～

組合活性化情報
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◇労働問題の相談は、最寄りの県民生活センターへ

静岡県では、県民生活センター等の県下４ヵ所に労働相談窓口を設け、労働に関する問題について労使双
方から幅広く相談に応じています（面接・電話・電子メール）。

相談窓口 住　　　所 受付時間等

賀茂
県民相談室

〒415-0016　下田市中531-1
　　　　　　　下田総合庁舎2階

・窓口受付時間：
　　  9：00〜 12：00及び
　　13：00〜 16：00
・土、日、国民の祝日等休日、
　年末年始
　（12月29日〜 1月3日）は
　お休みです。

東部県民
生活センター

〒410-0801　沼津市大手町1-1-3
　　　　　　　沼津商連会館ビル2階

中部県民
生活センター

〒422-8067　静岡市駿河区南町14-1
　　　　　　　水の森ビル3階

西部県民
生活センター

〒430-0933　浜松市中区鍛冶町100-1
　　　　　　　ザザシティ浜松中央館5階

☆相談内容

労働条件に関すること 解雇、賃金不払、退職金、労働時間など

雇用に関すること 定年制、退職強要、配置転換など

勤労者福祉に関すること 労働保険、退職金共済制度、福利厚生など

労働組合に関すること 労働組合の結成、活動、労働協約、不当労働行為など

その他 職業能力開発、職場の人間関係など

☆面接相談
県内４ヵ所の相談窓口で、社会保険労務士の資格を持った専門の労働相談員等が相談に応じます。（賀茂
は担当職員が相談に応じます。）
相談を円滑に行うため、相談に関係する書類があればお持ちください。

☆電話相談
電話による相談は、通話料着信者払いサービスのフリーアクセス
　0120−9−39610（サンキューロードー）をご利用ください。
東部、中部、西部のうち最寄りのセンターにて電話を受け付けます。
なお、携帯電話、IP電話等からはフリーアクセスの電話が利用できませんので、
（賀茂）0558-24-2206（東部）055-951-9144、（中部）054-286-3208、（西部）053-452-0144のいずれか最寄り
のセンターまでおかけください。

☆その他
弁護士労働相談、メール労働相談、個別的労使紛争のあっせんも行っております。お気軽に御連絡ください。
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中央会共済制度のご案内

中小企業総合年金共済制度

事業所の資産形成（役員退職金など）として、
	 また途中で脱退一時金もいつでも受け取り可能！！

（事業所、個人いずれの方法でもご加入いただけます。）

1　1口1万円（積立原資）＋1千円前後（補償分）の掛金
2　運用された積立分は、いつでも一時金としての給付
3　年金は60歳、65歳、70歳時に選択
4　補償分は、所得補償等をセット（地震・津波による身体被害も含まれる）

＜補償について（1口あたり）＞

1. 所得補償	 �加入者本人が病気・傷害により就業不能となったとき、免責期間（7日間）を
超える就業不能期間について月5万円、1年を限度としてお支払いし、通算
で1000日受け取るまで契約の継続が可能です。

2. 後遺障害見舞金	 �加入者本人が事故により180日以内に後遺障害を受けた場合、3万円〜100
万円をお支払いします。

3. 事故死亡見舞金	 �加入者本人が事故により180日以内に死亡した場合は、100万円をお支払い
します。

4. 損害賠償	 �加入者本人と同居の親族が日常生活の事故により損害賠償を負担したも
のについて、最高500万円までお支払いします。

＜加入方法は2通りあります。＞

オールラウンドコース　　�主に事業主や企業の役員などの退職年金および退職慰労金などを積
み立てるコースです。

マイライフコース　　　　個人による年金など老後資金の積み立てのコースです。
＊ニーズに合わせて2つのコースよりお選びいただけます。もちろん両コースの併用もできます。

　　　　　　　
この制度は「特定退職金共済団体」として所轄の税務署の承認を得て実施して
います。 
1. 勤労意欲の向上や雇用の安定・確保に有効です。 
	 �月々一定の掛金を積立てることにより、将来必要な多額の退職金を準備で
き、充実した退職金制度をつくることができます。

2. 掛金は、損金または必要経費となります。
	 掛金は、一人月額30,000円まで、損金または必要経費に算入できます。
	 �また、中小企業退職金共済制度と企業年金との併用も認められます。
	 ただし、他の特定退職金共済制度との併用はできません。
3. 手続きは簡単です。
	 加入・脱退時の手続きは簡単です。中央会の職員がご相談に応じています。

お問合せ先　静岡県中小企業団体中央会　業務課（054-254-1511）

特 定 退 職 金 共 済 制 度

特 色

特 色
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中小企業向け県制度融資
「新エネ・省エネ設備等導入促進資金」のご案内

新エネ・省エネ設備等の導入に積極的に取り組む
中小企業者等を資金面で支援します。

Q：「新エネ・省エネ設備等」とは？
Ａ：太陽光パネル、風水力発電設備、省エネ型ボイラー
などのエネルギー対策設備や、高効率照明、断熱改修、
屋外緑化、自家発電機、蓄電池などの電力危機対応
設備などです。

Q：「無担保で別枠」とは？
Ａ：この制度を利用する際は、静岡県信用保証協会
の「エネルギー需給安定対策保証」が適用されます。
通常の信用保証協会の保証では、無担保での取り扱
いは8,000万円が限度で、それを超える場合は有担保
となりますが、上記保証については、それとは別に
１億円を原則無担保で取り扱います。

Q：「エネルギー需給安定対策保証」とは？
Ａ：新エネ・省エネ設備等の導入に積極的に取り組
む中小企業等を支援するため、信用保証協会が新た
に創設した保証制度です。詳しくは、信用保証協会
へお問い合せください。
お問い合せ	 本店：054-252-2121
	 沼津：055-926-0100
	 浜松：053-458-1212
※�県制度融資は、県が金融機関に利子補給すること
で、利用者が低利で融資を受けることができます。
また、信用保証協会の協力を得て、保証料も割安
になっています。

【新エネ・省エネ設備等導入促進資金】の概要
内　　　　容

融資対象者
県内において、原則として1年以上継続して同
一事業を営んでおり、新エネ・省エネ設備等の
導入を図る中小企業者及び組合

資 金 使 途
新エネ・省エネ設備等の導入に必要な資金
例）�太陽光パネル、風水力発電設備、高効率照
明、屋外緑化、自家発電機　等

融資限度額 1億円（無担保別枠）
融 資 利 率 年1.6%　【固定金利】

保 証 料 率
年0.3〜1.3%（エネルギー需給安定対策保証）
※�有担保または「中小企業の会計に関する指
針」に準拠した決算書を作成している等の場
合は、保証料率はそれぞれ年0.1%割引

融資期間 10年以内（据置期間：1年以内）
償還方法 元金均等月賦償還又は元利均等月賦償還
担保
及び保証人 静岡県信用保証協会の取り扱いによる

ホームページ
http：//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-540/seido/sikin-24.html

申込窓口
県内各種取扱金融機関、商工会議所、商工会、
（公財）静岡県産業振興財団、静岡県経済産業
部商工金融課、静岡県中小業団体中央会

※�お申込に際しては、金融機関の融資審査及び信用
保証協会の保証審査があり、ご希望に添えない場
合がございます。

お問い合せ先
静岡県経済産業部　
商工業局　商工金融課　制度資金班
TEL：054-221-2513　FAX：054-221-2349
E-mail：shokokin-yu@pref.shizuoka.lg.jp

〜障害のある人が働くことを広く支援します〜
「障害者働く幸せ創出センター」をご活用下さい

「障害者働く幸せ創出センター」は、障害のある人
の働くことに関する総合相談窓口の開設や情報発信
などを行う県の施設です。無料で、どなたでも利用
できます。
●場　　所　５風来館（ごふくかん）４F
　　　　　　（静岡市葵区呉服町２-１-５）
●開館時間　�平日の月〜金曜日及び第４日曜日の
　　　　　　午前９時〜午後６時
●センターの業務　（このようなお手伝いができます）

総合相談窓口
開設

障害のある人の働くことに関する相談内容を
理解して適切な機関に取り次ぐ等、解決への
コーディネートを実施

◦企業相談 作業所との取引の仲介等、商取引以外の連
携を提案

◦作業所相談 授産事業のサポートや事業所運営等をアドバ
イス

◦就労相談 働きたい、雇用したい等の相談へ適切な支援
をコーディネート

情報収集・
発信

・�企業からの業務発注情報を障害福祉事業
所へ情報発信し、仲介
・�関係図書、映像資料、関連機関パンフレッ
ト、助成金情報等の配架

その他 ・福祉事業所製品や紹介パネルの展示
・打合せ・交流用スペースの利用

お問い合せ
特定非営利活動法人
オールしずおかベストコミュニティ（運営委託先）
TEL：054-251-3515　FAX：054-251-3516
E-mail：info@all-shizuoka.or.jp
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  平成24年度
各種助成金制度及び雇用管理事業主説明会

開催のご案内

〜希望者が65歳まで働ける制度周知・啓発セミナー〜

1. 事業説明会内容
説明者 説明内容

静岡県労働保険
事務組合連合会 1. 労働保険制度について

静岡県中小企業
団体中央会

2. �希望者全員が65歳まで働ける制度に
ついて

　（改正 高年齢者雇用安定法について）

静岡労働局
◦ハローワーク

3. �静岡労働局・ハローワークが取り扱う助
成金制度について

静岡高齢
◦障害者雇用
　支援センター

4. �静岡高齢・障害者雇用支援センターが
取り扱う助成金等について

①中小企業定年引上げ等奨励金
②高年齢者職域拡大等助成金
③高年齢者労働移動受入企業助成金
④�障害者雇用納付金制度に基づく各種助
成金

2. 日程及び会場
※開催時間は、全て13：30〜 16：00（受付は13：10 〜）
※�静岡・焼津会場は13：30〜 16：30。上記説明以外に�
「改正 労働契約法」についても説明。
地　区 概　　　要

静　岡

日時　平成25年1月15日（火）
会場　静岡県教育会館4F大会議室
場所　静岡市葵区駿府町1-12
電話　054-252-1011
定員　150名　　
申込締切　平成25年1月8日（火）

掛　川

日時　平成25年1月18日（金）
会場　掛川市生涯学習センター2F第4会議室
場所　掛川市御所原17-1
電話　0537-24-7777
定員　120名
申込締切　平成25年1月11日（金）

浜　松

日時　平成25年1月22日（火）
会場　ポリテクカレッジ浜松（Ⅲ号館）
　　　1F多目的教室
場所　浜松市南区法枝町693
電話　053-441-4444
定員　180名
申込締切　平成25年1月15日（火）

地　区 概　　　要

焼　津

日時　平成25年1月23日（水）
会場　焼津市文化センター3F第1・2会議室
場所　焼津市三ヶ名1550
電話　054-627-3111
定員　120名
申込締切　平成25年1月16日（水）

富　士

日時　平成25年1月25日（金）
会場　富士市勤労者総合福祉センター
　　　ラ・ホール富士5F研修室
場所　富士市中央町2-7-11
電話　0545-53-4300
定員　150名
申込締切　平成25年1月18日（金）

伊　豆

日時　平成25年1月29日（火）
会場　長岡総合会館アクシスかつらぎ
　　　2F多目的ホール
場所　伊豆の国市古奈255
電話　055-948-0225
定員　180名
申込締切　平成25年1月22日（火）

浜　松
（浜北）

日時　平成25年1月30日（水）
会場　浜松市浜北文化センター3F大会議室
場所　浜松市浜北区貴布祢291-1
電話　053-586-5151
定員　180名
申込締切　平成25年1月23日（水）

3. 出席申込方法…申込書は、静岡労働局又は、静岡
県中小企業団体中央会へお問い合せいただき、各会
場毎の上記申込締切日（開催日の1週間前）までに
静岡労働局へFAX送信して下さい。なお、開催当日
は「出席申込書」を会場受付へご提出ください。

4. お問い合せ…静岡労働局職業対策課
	 高齢・障害者雇用対策主任（横地）
	 TEL：054-271-9973
	 FAX：054-271-9977
※�【出席申込書】はFAX後、当日会場「受付」へご提
出ください。
※公共交通機関をご利用ください。
※有料駐車場等をご利用の場合、駐車料金は出席者
のご負担でお願い致します。
※申込人員が定員を上回る場合、ご出席いただく会
場の変更をお願いすることがあります。あらかじ
めご了承ください。（その際は、電話にてご連絡
します）
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、
お
客

様
に
内
外
の
優
良
な
ツ
キ
板
を
一
斉
に

見
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
さ
な
く
て
は

い
け
な
い
、
と
父
が
語
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
」
と
橋
本
理
事
長
は

ツ
キ
板
と
は
樹
齢
一
五
○
年
を
超
え

る
選
り
す
ぐ
り
の
銘
木
を
吟
味
し
、
一

ミ
リ
以
下
の
薄
さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
イ

ン
テ
リ
ア
表
面
化
粧
材
。
”突
い
て
削

り
出
す
“
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
ツ
キ
板
を
ラ
ワ
ン
合
板
な

ど
に
貼
り
付
け
、
銘
木
の
表
面
積
を
数

十
倍
に
広
げ
る
こ
と
で
で
き
上
が
る
の

が
天
然
木
化
粧
合
板
。
木
目
を
最
も
美

し
く
表
現
す
る
素
材
と
し
て
建
築
内
装

材
、
家
具
調
度
品
、
そ
し
て
国
内
外
の

高
級
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
な
ど
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

古
く
か
ら
の
家
具
産
地
で
あ
る
静
岡

市
は
、
大
正
時
代
か
ら
ツ
キ
板
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
”ツ
キ
板

発
祥
の
地
“
。
今
で
は
全
国
生
産
量
の

約
四
割
を
占
め
、
ツ
キ
板
生
産
日
本
一

を
誇
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

組
合
の
設
立
は
昭
和
六
一
年
。
業
界

の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
天
然
木
化
粧

合
単
板
工
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
天

連
）
の
指
導
に
よ
り
、
東
海
北
陸
地
区

の
ツ
キ
板
業
者
で
構
成
さ
れ
る
中
部
天

然
木
化
粧
合
板
協
同
組
合
か
ら
静
岡
県

内
の
事
業
者
が
独
立
す
る
格
好
で
法
人

化
し
た
。

主
要
事
業
は
展
示
販
売
会
の
開
催
と

現
産
地
か
ら
の
良
質
な
原
木
の
共
同
購

入
。
組
合
設
立
と
同
時
に
”静
岡
ツ

キ
板
展
示
大
会
“
を
開
催
し
て
い
る
。

振
り
返
る
。

こ
う
し
て
十
五
年
度
か
ら
は
、
展
示

会
を
年
三
回
開
催
し
て
い
る
。

良
質
な
ツ
キ
板
を
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
か
ら
数
多
く
集
め
る
こ
と
で
、
仲

買
業
者
や
建
築
部
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
多

く
の
取
引
先
が
参
加
す
る
展
示
会
。
そ

の
回
数
を
増
や
し
た
こ
と
で
、
取
引
先

と
の
商
談
も
よ
り
一
層
活
発
に
な
り
、

展
示
会
が
無
い
月
で
も
静
岡
に
足
を
運

ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、そ
の
後
の
景
気
の
低
迷
は
、

ツ
キ
板
業
界
に
も
徐
々
に
影
を
落
と
し

始
め
る
。

「
組
合
員
の
売
上
高
で
み
る
と
、
年

三
回
の
展
示
会
で
ピ
ー
ク
時
に
は

三
億
五
千
万
か
ら
四
億
円
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
近
年
で
は
二
億
か
ら

二
億
二
千
万
円
ほ
ど
。
や
は
り
コ
ス
ト

削
減
の
影
響
か
ら
、
安
価
な
木
目
調
の

プ
リ
ン
ト
製
品
に
押
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

住　所／〒420-0029
 静岡市葵区研屋町21
 201号室
理事長／橋本卓也

組合員／4人
設　立／昭和61年8月18日
T E L ／054-273-3732

産
地
の
組
合
と
し
て

わ
が
国
ツ
キ
板
業
界
の

一
翼
を
担
う

静
岡
ツ
キ
板
協
同
組
合

▲展示会には全国各地から取引業者が集う

▲業界の若きリーダー橋本理事長

全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る

ツ
キ
板
発
祥
の
地

年
三
回
の
展
示
会
を

組
合
で
主
催

新
た
な
展
開
を
図
る
も

景
気
の
影
響
が
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す
」
と
橋
本
理
事
長
は
悔
し
さ
を
滲
ま

せ
な
が
ら
分
析
す
る
。

組
合
も
、
こ
の
状
況
に
対
応
策
を

打
っ
て
い
る
。
ツ
キ
板
の
良
さ
の
見
え

る
化
を
図
る
動
き
も
そ
の
一
つ
だ
。

橋
本
理
事
長
は

「
平
成
一
八
年
よ
り
、
合
法
的
に
伐

採
さ
れ
た
木
材
に
よ
る
ツ
キ
板
の
証
明

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら

は
、
新
た
な
品
質
表
示
制
度
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
ツ
キ
板
製
品
に
合
法

木
材
供
給
の
適
正
表
示
、
原
産
地
や
エ

コ
性
能
（
C
O
2
固
定
量
）、
厚
み
を
表

示
す
る
こ
と
で
、
”安
心
・
環
境
・
信
頼
・

快
適
“
で
人
と
地
球
に
優
し
い
製
品
で

あ
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
こ

の
性
能
表
示
ツ
キ
板
が
家
具
や
建
築
部

材
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
製
品
自

体
の
付
加
価
値
も
上
が
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
取
引
先
か
ら
合
法
木
材
な
ど

の
製
品
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
少
な
い
の

で
す
が
、
今
後
も
、
業
界
と
し
て
、
ま

た
静
岡
の
組
合
と
し
て
粘
り
強
く
訴
え

て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

一
方
で
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

一
般
消
費
者
に
向
け
た
P
R
も
欠
か
さ

な
い
。十
月
十
八
日
を
”ツ
キ
板
の
日
“
 

と
し
た
の
も
そ
の
一
環
。
提
唱
者
は
全

天
連
副
会
長
を
務
め
る
橋
本
理
事
長
だ
。

「
十
月
は
神
無
月
。
ツ
キ
板
が
そ

の
昔
、
木
を
”カ
ン
ナ
“
で
突
い
た
板

で
あ
る
こ
と
に
掛
け
ま
し
た
。
そ
し
て

”十
“
と
”八

“
を
足
し
て
”木

“
。
制

定
は
昨
年
で
す
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
か

ら
「
ツ
キ
板
を
使
っ
た
製
品
を
」
と
指

名
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」
と

そ
の
効
果
に
期
待
す
る
。

「
ツ
キ
板
は
木
で
で
き
た
エ
コ
な
素

材
で
す
。
今
後
は
こ
の
点
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
、
様
々
な
業
界
と
の
交
流
を

通
じ
て
販
路
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

対
応
は
一
社
で
は
と
て
も
難
し
い
。
組

合
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
最
近
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

組
合
間
連
携
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
拡
げ
た
い
」
橋
本
理
事
長
は
将
来
を

見
据
え
て
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

我
が
国
の
ツ
キ
板
業
界
を
リ
ー
ド
す

る
静
岡
ツ
キ
板
協
同
組
合
。
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
隘
路
に
立
ち
向
か
い
、
将

来
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
飛
躍
を
図
る
。

組合活性化情報

ツ
キ
板
の
良
さ
を
前
面
に
出
し

販
路
の
拡
大
を
図
る

▲�チラシを配布し、
　“ツキ板の日”をPRする

2013年「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」のご案内

静岡県中央会では、新春恒例の行事となりました「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」を下記のとお
り開催いたします。
新年が大いなる飛躍の年となりますよう、決意を新たにする交流の機会として頂ければ幸いです。
多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

◇開  催  日  程

■第1部「組合トップセミナー」
14：30～ 開会
14：50～ 新春講演（基調講演）

■第2部「新春賀詞交歓会」
16：30～18：00 交流会

◇会       場 ホテルセンチュリー静岡（JR静岡駅南口徒歩3分）

◇基  調  講  演 テーマ 「2013年 日本経済の展望～地方活性化のために～」
講 師 萩谷　順（はぎたに　じゅん）氏

法政大学教授／ジャーナリスト

◇参   加   費 お一人 15,000円

◇お問合せ・お申込み 静岡県中小企業団体中央会 連携組織課 担当：大谷
TEL. 054-254-1511
FAX. 054-255-0673

平成25年1月16日（水）
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静岡県清水青年中央会
理事

石橋 教
のりゆき
志

株式会社石橋鉄工所

青
年
中
央
会
に
参
画
し
て

初
め
ま
し
て
。
清
水
青
年
中
央
会
の
石
橋
と
申
し
ま
す
。

私
は
清
水
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合
の
青
年
部
「
あ
す
な
ろ

会
」
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。
以
前
よ
り
青
年
中
央
会
の
例
会

に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
前
か
ら
出
向
と
い

う
形
で
役
員
会
等
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
は
決
し
て
長
い
時
間
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
普
段
で
は
決
し
て
会
う
こ
と
の
な
い
よ

う
な
他
地
域
、
他
業
種
の
方
々
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
大
変
勉
強
に
な
り
、
刺
激
を
受
け
た
こ
と
も
一
度
や
二
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

青
年
中
央
会
で
何
か
を
成
し
た
こ
と
の
な
い
私
で
す
が
、
交

流
の
中
で
得
た
も
の
は
非
常
に
大
き
な
財
産
で
す
。

現
在
、
会
社
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
個
人
的
に
は
今
年
結
婚
を
し
、
心
機
一
転
頑

張
ら
ね
ば
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本誌の表紙絵“しずおか歴史絵巻”シリーズも、
今月号をもって最終回を迎えました。
縄文時代から第二次大戦後の工業再編成まで
の約4000年間における静岡県内の歴史的な事
柄を、1年間にわたり近藤至弘先生の絵とともに
お届けしましたが、皆様いかがでしたでしょうか。
個人的には、2月号の“日本武尊と草薙神社”が
強く印象に残っています。私事ですが、通ってい

た小学校の学区内に草薙神社があり、毎年秋に
日本武尊を主人公とした祭りを全校挙げて行って
いた様子を懐かしく思い出しました。
さて、来月号からの表紙では“輝くしずおかの
先人”シリーズをお届けします。郷土の発展に貢
献された人物やわが国初などの活躍を果された人
物にスポットを当て、近藤先生の絵とともにその功
績を紹介いたします。どうぞご期待下さい。（中村）

読者プラザ

中小企業静岡12月号（通巻709号）
● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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